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100 Leather shoes We want to try  on! 2023

靴全般の幅広い見識から雑誌への寄稿、専門学校講師、ブランド・アドバイザーなどを顔をもつ。著
書『紳士靴を嗜む～はじめの一歩からきわめるまで～』（朝日新聞出版）はこの分野のロングセラー。

飯野高広

某有名ブーツメーカーの代表取締役を経て、現在は国内のメーカー、ブランドと組んで独自の視点で
デザインした靴を世に送り出す。つくり手側から見る未来の革靴への課題も指摘する。

鈴木理也

靴をはじめ財布や鞄など、男の道具に幅広く精通するベテランライター。とくに革に関する取材経験
と知識は深く、価格の高い安いに関係なくモノの本質をすくいあげることに長ける。

山田純貴

レザー、シルバー、デニム製品に日々触れるうちに何となく数だけは見てるような気がしている凡人。
モノを見る基準が“自分”以外にあるのでしょうか？　という態度で今日まで。

本誌編集部

100足を選んだひと

￥129,800
同社の1950年代のアーカイブを参考にデザインした
一足。木型も当時の華奢で清楚なものを現代人の足
に合うようアレンジした。ソールも土踏まず部を極
限まで削ったベベルドエッジ仕様で、中敷きのロゴ
も当時のままだ。問トレーディングポスト青山本店

CROCKETT & JONES ／クロケット ＆ ジョーンズ

REDHILL ／レッドヒル

No. 001

文／飯野高広、鈴木理也、山田純貴、本誌編集部
写真／鶴田智昭・青木健格（ともにWPP）、各メーカー
イラストレーション／小柳英隆

国境や世代を超えたスニーカーへのシフトがますます鮮明になるとともに、
「外出」の意味が大きな変化を遂げたここ数年が、
文字通り生き残りを賭けたタイミングとなった革靴。
コロナ禍などの環境の大胆な変化を経て、従来とは異なる方向の
革靴に人気が移っている。長らくスニーカー人気だった市場から
「革靴復権」の兆しが見えるイマ、長く革靴を見続けてきた
３名の革靴愛好家ライターに本誌編集部を加え、
2023年に履きたい革靴を選出してみた。
国やジャンルに関係なくとりあげたセレクションから、
革靴の現在地を考えるもよし、
来年の一足を探すバイヤーズガイドとして
使っていただければなおのことよし、である。

特集

太目の２プリーツトラウザーズやピークドラペルのジ
ャケットのような、近年復活著しい古典的なスーツと是非
合わせたい一足。６穴の鳩目や縫合線にある細かなギンピ
ング（ギザギザ）も当時っぽい雰囲気満点。平日以上にあ
えて休日の、ちょっとイイ外出にバシッと履きこなしたい。

飯野select
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100 Leather shoes We want to try  on! 2023

￥140,800
アッパーの伊・シャラーダ製スウェードの「白」が映えるこの一
足は、19世紀末に登場した短距離走用トラックシューズがデザ
インベース。ハンドソーンウェルト製法の底付けならではの履
き心地は文字通り金メダル級だ。問ヒロセシューデザイン

MINEZO SPORTS SHOES ／ミネゾウスポーツシューズ

SPRINTER ／スプリンター

¥146,300
ヴィンテージのスポーツシューズのデザイン
と九分仕立の本格ドレス靴の製法を組み合わ
せたミネゾウスポーツシューズ。ヒドゥンチ
ャネル、カールエッヂなどの高度な意匠や極
限まで張り出しを抑えたコバなど、妥協のな
いつくりが美しい。問ヒロセシューデザイン

MINEZO SPORTS SHOES
／ミネゾウスポーツシューズ

Cyclist ／サイクリスト

No. 075

No. 077

No. 076

¥80,300
現代のモンクストラップシューズの原型にもなった、かつて
ヨーロッパで僧侶が履いていた靴。それにインスピレーショ
ンを得て出来上がった浅い履き口のスリッポンタイプの靴。
素材は滑らかな肌目のカーフレザー。問フォルメ

forme ／フォルメ

Monks ／モンクス

愛用しているブランドですが、このサマーモデルのパン
チングの絶妙なカーブに目を奪われ、リストアップ。誂え
られたドレス靴のように足を入れるとシュポッと空気が抜
ける音がして、なのに履くと指先は楽ちん。甲とカカトで
心地よく足を締め付けてくれる、至高の履き味です。

鈴木select

「これからの革靴」の理想像を具現
化してくれたMINEZO。伸び止めテープ
を内部に付ける縫合線を表現した青・赤・
黄のステッチラインも、デザインと強度
とが両立し製造する廣瀬氏のセンスの良
さが伺える。受注生産製なのでアッパー
の素材やステッチの色のチョイスでも楽
しみたい。

飯野select

つくり手の感性がその手を動かし有
機的な線が描かれ、それが次々と組み合
わさって形ができ上がる。そんなデザイ
ンが持つ言葉にはできない力、普遍的な、
引き込まれるような美しさを感じる靴。
実物を見ると衝動買いしそう。いや、間
違いなく、する。

鈴木select
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革靴のつくり手のプライベートお手入れ③

取材・文／鈴木理也

革靴のプロである「つくり手」。革靴の企画や製造に携わる方だ。８名のつくり手にご自分の靴への
日頃のお入れを聞いてみると、革靴のお手入れは意外とシンプルでも良いことが分かる。

Union Imperial 小田哲史さん　Hiroshi Arai 荒井弘史さん の場合

ユニオンインペリアル レザー
事業部 営業部 企画営業課 係長 
小田哲史さん。

荒井弘史靴研究所の代表、
荒井弘史さん。

革靴のお手入れは難しくない！

小田さんが愛用して26年の履いているという靴。革の味わいが感じ取れる。

小田さんのケアセット。

荒井さん愛用のブーツ。履き込まれた風合いを楽しむお手入れがされている。

シューケアキッ
トも使い慣れた
ものを基本に。
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